
（１）第★号　★★年★月★日（★）定価　１部15円（月１回毎月１日発行）	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 平成６年６月17日第三種郵便物認可

郵便振替口座
00150-4-15754
銀行口座

三井住友銀行 新宿通支店
普通 5666655

http://www.marrow.or.jp/
E-mail:office@marrow.or.jp

発行所
特定非営利活動法人
全国骨髄バンク　　　
　　　推進連絡協議会
〒１６０-０００５  東京都
新宿区愛住町２３-１
Ｗｏｏｄｙ２１-９階

ＴＥＬ.（03）3356‒8217
ＦＡＸ.（03）3356‒8637
発行責任者：中野勝博

全
国
協
議
会

ニ
ュ
ー
ス
2011年10月1日発行

第232号

（１）第232号　2011年10月１日（土）定価　１部15円（月１回毎月１日発行）	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 平成６年６月17日第三種郵便物認可

　　　   8月21日〜9月20日   　　　
黒田 多喜男	 現金� 5,000円
塩谷 圭	 現金� 1,000円
奥谷 麻子	 現金� 1,380円
飯島 孝枝	 現金� 2,240円
山崎 三重子	 現金� 2,000円
折橋 尚道	 現金� 10,000円
匿名	 現金� 10,000円
●白血病患者支援基金
会津テニス協会・丸善商事株式会社・ゼビオ
スポーツ株式会社	 現金� 50,000円
マリン歯科	 現金� 2,780円
有限会社スパゴ	 現金� 7,045円
とがし薬局	 現金� 11,345円
ルーテック・サクライ	 現金� 17,172円
メディコ古川店	 現金� 3,324円
隈井 芳彦	 現金� 2,350円
掛谷 泰章	 現金� 3,000円
菅原 春美	 現金� 2,127円
島津 桂子	 現金� 3,000円
●佐藤きち子患者支援基金
松下 善勝	 現金� 100,000円
トリイ コズエ	 現金� 10,000円
� （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座
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特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

　

４
月
５
日
に
新
た
に
創
設
し
た

「
東
日
本
大
震
災
被
災
患
者
支
援

基
金
」
の
、
被
災
地
の
方
々
へ
の

周
知
を
目
的
と
し
て
、
９
月
12
日

〜
16
日
の
５
日
間
、
青
森
県
・
岩

手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
・
茨
城

県
の
県
庁
、
市
町
村
役
場
、
が
ん

拠
点
病
院
、
報
道
機
関
等
64
箇
所

を
、
全
国
協
議
会
の
理
事
ほ
か
８

名
が
手
分
け
を
し
て
訪
問
し
、
基

金
の
趣
旨
の
説
明
を
し
た
上
で
、

周
知
お
よ
び
、
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
へ
の
案
内
な
ど
を
依
頼
し
ま
し

た
。

　

被
災
し
て
経
済
的
に
苦
し
い
た

め
躊
躇
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
、

安
心
し
て
治
療
を
継
続
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
も
様
々

な
方
法
で
周
知
を
図
っ
て
き
た
つ

も
り
で
し
た
が
、
や
は
り
情
報
が

十
分
に
は
行
き
届
い
て
い
な
い
状

況
が
う
か
が
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
手
段
を
用
い
て
Ｐ
Ｒ

を
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
強
く
感
じ
た
数
日
間
で
し

た
。

　

訪
問
に
当
た
っ
て
は
被
災
し
た

各
地
の
加
盟
団
体
の
方
た
ち
の
ご

協
力
を
あ
お
ぎ
、
行
政
の
窓
口
や
、

病
院
の
医
師
の
方
た
ち
に
お
引
き

合
わ
せ
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
効

果
的
な
訪
問
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
病
院
の
医
療
相
談
室
な

ど
の
ご
担
当
者
か
ら
は
、
血
液
疾

患
の
患
者
さ
ん
へ
の
支
援
の
少
な

さ
と
経
済
的
な
苦
し
さ
に
つ
い
て
、

こ
の
基
金
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
な

る
支
援
の
必
要
性
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
高
額
療
養
費
問
題
、
薬
価

問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

　

震
災
か
ら
の
復
旧
に
は
、
大
変

な
努
力
と
時
間
が
必
要
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
わ
ず
か

で
は
あ
り
ま
す
が
、
息
切
れ
す
る

こ
と
な
く
支
援
を
継
続
し
、
必
要

な
こ
と
を
必
要
な
時
に
支
援
で
き

る
柔
軟
な
組
織
と
し
て
、
時
に
は

立
ち
止
ま
り
な
が
ら
も
、
歩
み
を

と
ど
め
る
こ
と
な
く
活
動
を
続
け

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
基
金
に
よ
る
事
業
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
は
、
患
者
さ
ん

や
関
係
者
へ
の
制
度
の
周
知
と
両

輪
で
、
基
金
の
積
み
増
し
が
喫
緊

の
重
要
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

全
国
の
皆
様
に
も
募
金
活
動
の
開

催
な
ど
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
節
は

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。（
東
日
本
大
震
災
被
災
患

者
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム　

小
川
）

　

か
ね
て
よ
り
、
全
国
協
議
会
の

組
織
・
運
営
・
運
動
の
あ
り
方
を

見
直
し
、
改
革
を
推
し
進
め
る
こ

と
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
６
月
の
大
垣
で
の
総
会
議

決
を
経
て
、
改
革
の
た
め
の
検
討

会
議
を
設
置
す
べ
く
、
理
事
会
で

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
の
公
募
に
は
応
募
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
度
検
討
会

議
の
メ
ン
バ
ー
５
名
が
決
定
し
、

中
野
理
事
長
よ
り
委
嘱
い
た
し
ま

し
た
。

　

９
月
23
日
の
第
一
回
会
合
を
皮

切
り
に
、
今
後
、
月
一
回
の
ペ
ー

ス
で
会
議
を
開
催
し
、
来
年
２
月

被
災
地
で
基
金
広
報
活
動
を
展
開

「
あ
り
方
検
討
会
議
」ス
タ
ー
ト
!!

ま
で
に
答
申
を
ま
と
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

全
国
協
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
取
り
上
げ
る
べ
き
テ
ー
マ
や

問
題
点
、
改
善
す
べ
き
点
、
具
体

的
な
要
望
な
ど
ご
意
見
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
文
書
か
メ
ー
ル
で
事

務
局
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。
責
任

を
も
っ
て
検
討
会
議
の
メ
ン
バ
ー

に
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　

検
討
会
議
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と

お
り
で
す
。

陽
田
秀
夫
、
二
見
茂
男
、
吉
永
忍
、

黒
部
光
司
、名
川
和
志
（
順
不
同
・

敬
称
略
）

　

日
本
造
血
細
胞
移
植
学
会
で
は
、

Ｃ
Ｔ
Ｃ
（
ク
リ
ニ
カ
ル
ト
ラ
ン
ス

プ
ラ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

研
修
会
を
、
来
る
11
月
12
、
13
日

に
開
催
し
ま
す
。

  
Ｃ
Ｔ
Ｃ
と
は
、
聞
き
な
れ
な
い

言
葉
で
す
が
、「
造
血
細
胞
移
植

臨
床
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
訳

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
も
国
内
数
か
所

の
移
植
施
設
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
職
と
い
う
立
場
で
活
躍
さ
れ

て
き
た
方
を
ご
存
じ
の
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
学
会
と
し
て

は
、
資
格
化
、
認
定
化
さ
れ
て
い

な
い
こ
の
専
門
職
を
、
社
会
に
広

学
会
主
宰
、Ｃ
Ｔ
Ｃ
研
修
会
開
催
の
意
義

く
認
知
さ
れ
る
職
種
と
し
て
確
立
、

普
及
さ
せ
た
い
と
の
考
え
か
ら
、

Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
雇
用
拡
大
を
目
指
し
て

活
動
を
展
開
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

患
者
な
ら
び
に
患
者
家
族
と
移

植
医
療
者
、
ま
た
造
血
細
胞
バ
ン

ク
と
の
連
絡
調
整
な
ど
、
移
植
医

療
が
日
常
化
し
た
現
代
に
お
い
て

は
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役

割
と
期
待
は
益
々
大
き
く
、
重
要

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
全
国
協

議
会
と
し
て
も
、
患
者
支
援
の
観

点
か
ら
、
こ
の
職
種
が
制
度
化
さ

れ
る
よ
う
に
後
押
し
で
き
れ
ば
と

考
え
ま
す
。�

（
三
田
村
）

8月21日〜9月20日（合計3,417,251円）
骨髄バンクを支援する会（いわき）

	 現金� 300,000円

黒田 多喜男	 現金� 5,000円

嶋津 桂子	 現金� 3,000円

匿名	 現金� 1,000円

	�  （敬称略）

給付累計件数 8件� 合計1,489,900円

東日本大震災
被災患者支援基金

基金積み増しにご協力ください
●郵便振替（通信欄に震災支援と記載）

特定非営利活動法人　全国骨髄バンク推進連絡協議会 
００１５０－４－１５７５４

●銀行の場合
特定非営利活動法人　全国骨髄バンク推進連絡協議会 

ゆうちょ銀行　００８店　普通　４７９９９５１

　
将
来
に
む
け
て

　
2
0
1
1
広
島
発
　
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
推
進
全
国
大
会

　

９
月
17
日
、
広
島
大
学
医
学
部

広
仁
会
館
に
お
い
て
、
日
本
さ
い

帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｎ
Ｗ
）

の
年
次
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
式
典
に
続
き
、
第
２

部
の
年
次
報
告
で
は
開
催
地
か
ら

こ
れ
ま
で
の
中
四
国
で
の
活
動
を
、

骨
髄
バ
ン
ク
設
立
か
ら
関
わ
ら
れ
、

さ
い
帯
血
事
業
に
も
ご
尽
力
さ
れ

た
土
肥
代
表
が
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
３
部
は
、「
今
だ
か
ら
見
直

そ
う
、
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
の
危
機

管
理
」
と
題
し
て
、
東
日
本
大
震

災
の
被
害
を
受
け
た
宮
城
さ
い
帯

血
バ
ン
ク
の
状
況
報
告
、
元
東
京

都
危
機
管
理
監
・
中
村
晃
靖
氏

に
よ
る
「
危
機
管
理
の
あ
り
方
」、

そ
し
て
「
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
の
危

機
管
理
」
と
題
し
て
、
平
成
16
年

に
ま
と
め
ら
れ
た
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
指
針
の
報
告
、
そ

し
て
報
告
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま

し
た
。

　

Ｎ
Ｗ
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
作
成
指
針
が
提
示
さ
れ
た
ま
ま

で
各
バ
ン
ク
ま
か
せ
に
な
っ
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
実
際
に
は
、
今

回
の
東
日
本
大
震
災
の
現
場
に
お

い
て
、
宮
城
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
で

は
、
事
務
所
内
は
資
料
が
散
乱
し

大
変
な
様
子
で
し
た
が
、
保
存
タ

ン
ク
は
タ
ン
ク
同
士
が
つ
な
が
れ
、

下
に
は
キ
ャ
ス
タ
ー
が
つ
い
て
い

た
こ
と
で
免
震
作
用
が
働
き
、
倒

れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
Ｎ

Ｗ
事
務
局
も
す
ぐ
に
各
バ
ン
ク
の

被
害
状
況
を
確
認
し
、
骨
髄
バ
ン

ク
と
も
連
携
し
、
実
際
に
ド
ナ
ー

の
状
況
確
認
が
と
れ
な
か
っ
た
２

例
に
つ
い
て
、
緊
急
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
も
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
災
害
時
以
外
の
状
況
も
含

め
、
危
機
管
理
の
プ
ロ
で
あ
る
中

村
氏
か
ら
は
更
な
る
改
善
点
も
指

摘
さ
れ
、
よ
い
勉
強
の
場
に
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
の
神
奈
川
臍
帯
血
バ
ン
ク

の
日
赤
東
京
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
へ

の
統
合
に
続
き
、
中
四
国
臍
帯
血

バ
ン
ク
は
今
年
度
を
も
っ
て
解
散

が
決
ま
っ
て
お
り
（
現
在
保
存
さ

れ
て
い
る
さ
い
帯
血
は
福
岡
に

移
管
さ
れ
る
予
定
）、
全
国
に
11

あ
っ
た
バ
ン
ク
が
９
つ
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
さ
い
帯
血
事
業
を

日
本
赤
十
字
社
の
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
く
方
向
が
示
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
結
果
で
す
。
将
来
構
想

検
討
会
が
出
し
た
「
中
間
報
告
」

の
中
で
も
、
安
定
し
た
事
業
運
営

の
た
め
に
、
骨
髄
バ
ン
ク
も
含
め

た
造
血
細
胞
提
供
シ
ス
テ
ム
の
将

来
像
も
提
案
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
年
間
の
移
植
数
が
千
例
を

超
え
、
月
間
で
も
骨
髄
バ
ン
ク
を

し
の
ぐ
月
も
あ
る
さ
い
帯
血
バ
ン

ク
事
業
が
、
更
な
る
発
展
を
遂
げ
、

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
の
救

命
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
私
達
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
一
緒
に
学
び
な
が

ら
、
必
要
と
あ
ら
ば
関
係
各
所
へ

の
働
き
か
け
と
い
う
形
で
協
力
し

て
い
か
な
く
て
は
と
考
え
た
大
会

で
し
た
。�

（
黒
川
）
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て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
の
骨
髄
バ
ン
ク
献
血
併
行

登
録
会
の
月
例
開
催
も
、
４
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。
県
内
の
固
定
窓
口

の
新
規
登
録
者
数
は
毎
年
50
名
前

後
（
１
か
月
３
〜
５
名
程
度
）
で
す

が
、
こ
こ
で
は
固
定
窓
口
と
ほ
ぼ
同

数
の
登
録
者
が
毎
年
得
ら
れ
て
い
ま

す
。
イ
オ
ン
や
大
学
祭
・
航
空
祭
な

ど
大
口
の
登
録
者
が
得
ら
れ
る
登
録

会
も
魅
力
で
す
が
、
３
年
を
経
過
し

て
も
新
規
登
録
者
が
安
定
し
て
得
ら

れ
る
毎
月
定
期
開
催
の
登
録
会
も
ま

た
、
鳥
取
の
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
（
加
登
脇
）

　

９
月
11
日
に
恒
例
の
三
井
化
学
秋

祭
が
市
原
工
場
で
あ
り
、
９
人
の
仲

間
で
普
及
啓
発
と
登
録
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
に
は
十
数
年
来
参
加
し

て
い
ま
す
が
、
会
社
が
支
援
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
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共
催
イ
ベ
ン
ト

北
か
ら
南
か
ら

の

４
年
目
の
移
動
窓
口
登
録

固
定
窓
口
の
実
績
に
匹
敵

鳥取

　

ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン
や
キ
テ
ィ
ー

の
う
ち
わ
で
行
う
募
金
活
動
を
、
今

年
は
「
東
日
本
大
震
災
骨
髄
バ
ン
ク

支
援
募
金
」
と
銘
打
っ
て
行
い
ま
し

た
。
茂
原
分
工
場
か
ら
参
加
し
て
く

れ
た
女
子
社
員
の
普
天
間
さ
ん
が
素

敵
な
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
骨
髄
バ
ン
ク
の
タ

ス
キ
を
つ
け
て
の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
市
原
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
代
表
の
後
藤

さ
ん
が
、
会
場
内
を
廻
り
な
が
ら

行
っ
て
く
れ
た
お
陰
で
、
多
く
の

　

８
月
31
日
の
テ
ー
マ
は
「
12
年
前

の
東
海
村
放
射
線
臨
界
事
故
被
曝
患

者
さ
ん
の
治
療
を
ふ
り
返
っ
て
」
と

の
副
題
で
、
先
端
診
療
部　

山
下
直

秀
教
授
に
よ
る
講
演
で
し
た
。

　

皆
様
ご
存
知
の
12
年
前
の
事
故
時
、

３
名
の
方
が
大
量
の
中
性
子
線
を
浴

び
、
う
ち
致
死
的
な
線
量
で
あ
る
、

推
定
６
〜
10
シ
ー
ベ
ル
ト
の
被
曝
を

受
け
た
１
名
が
治
療
の
た
め
医
科
研

病
院
に
搬
送
さ
れ
、
た
だ
ち
に
、
浅

野
教
授
を
チ
ー
フ
に
し
た
医
療
チ
ー

　

鳥
取
県
は
大
き
く
東
・
中
・
西
部

の
３
地
区
に
分
れ
ま
す
が
、
献
血

の
固
定
窓
口
は
東
部
の
血
液
セ
ン

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
も
大
活
躍

普
及
啓
発
に
募
金
活
動

千葉

被
災
地
復
興
を
願
い

い
の
ち
の
輝
き
展
開
催

宮城県石巻市

骨髄バンクの最新情報をお知らせする─ 骨髄バンクNOW
●「骨髄バンク20周年記念全国大会」について
　骨髄移植推進財団は、本年12月18日に設立20周年を迎えます。これを記念して、関係者及び一
般の皆様を対象とした、「骨髄バンク20周年記念全国大会」を実施します。
第一部式典の「感謝状贈呈」では、これまで骨髄バンク事業に特に貢献いただいた団体・個人の方
に感謝の意を表したいと思います。また、今回コーディネーターと地区普及広報委員・説明員の表
彰規則を制定し、コーディネーターについては15年以上、地区普及広報委員・説明員については10
年以上の活動期間がある方を対象に、表彰を行う準備を進めています。
　第二部では骨髄バンクの20年の歩みを振り返る企画や、骨髄バンクに関係する様々な方が登場し、
エピソードなどを語っていただくイベントを企画しています。
多くの皆様のご参加をお待ちしています。
日時：12月17日（土）13：00〜16：30
場所：東商ホール（東京都千代田区丸の内３－２　東京商工会議所ビル４階）

●献血ルームの月間登録者数が600人超　〜 埼玉県緊急雇用事業 続報 〜
　先月、緊急雇用創出基金委託事業による骨髄バンク支援（献血ルームへの説明員派遣）の再開を
お伝えした埼玉県で、献血ルームにおける8月のドナー登録者数が606人に上りました。
　全国の赤十字固定窓口（献血ルーム・血液センター）における月間登録者数が1,535人ですので、
そのうちの約4割を占めることになります。

●ワースト脱出へ！　群馬県で献血併行ドナー登録会が本格化  
　NHKテレビ「欽ちゃんのワースト脱出大作戦」（8月19日放映）でドナー登録者を増やすための取
り組みが紹介された群馬県ですが、自治体や群馬県赤十字血液センター、ボランティアの方々のご
尽力により、順調に登録者を増やしています。7月15日 東吾妻町役場献血会場を皮切りに、9月前
半までに7件の献血併行ドナー登録会が行われ、66人のドナー登録がありました。

■8月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 1,535人、献血併行型集団登録会／ 1,870人、集団登
録会／ 25人、その他／ 94人

◆日本骨髄バンクの現状（平成23年8月末現在）
	 7月	 8月	 現在数	 累計数
ドナー登録者数	 3,183	 3,524	 389,298	 510,526
患者登録者数	 228	 277	 2,913	 33,731
骨髄移植例数	 104	 103	−	  13,279
20歳未満ドナー登録者	−	  141	 15,532*1	 −
51歳以上ドナー	 255*2	 185*3	 23,990*4	−

《財団マンスリー JMDP（9月15日発行）より抜粋》

注）数値は速報値のため次月
以降に訂正されることがあり
ます。
*1）17年3月 〜 *2）51歳 以
上ドナーの延長数 *3）51歳
以上ドナーの新規登録数 *4）
17年9月〜

母
が
骨
髄
を
提
供
し
て�

（
そ
の
2
）

�

菅
野
倫
匡
さ
ん

　

幾
度
か
の
検
査
を
経
て
、
10
月
に

手
術
が
あ
る
と
い
う
事
で
母
は
病
院

に
行
き
ま
し
た
。
腰
に
い
く
つ
も
の

穴
を
開
け
て
、
骨
髄
を
採
る
と
い
う

話
で
し
た
。
私
に
は
気
が
遠
く
な
る

よ
う
な
話
で
し
た
。
人
の
役
に
立
つ

こ
と
を
出
来
る
と
い
う
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
こ
ま
で
の
自
己
犠
牲
を
払
え

る
か
、
高
校
3
年
と
な
っ
た
今
で
も
、

私
に
は
自
分
が
出
来
る
よ
う
に
は
思

え
ま
せ
ん
。
身
内
び
い
き
も
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
母
が

し
た
事
と
い
う
の
は
尊
い
行
為
だ
と

思
い
ま
す
。

　

手
術
が
終
わ
っ
て
退
院
の
前
日
に

私
は
病
院
に
母
を
見
舞
い
に
行
き
ま

し
た
。
正
確
に
は
、
病
気
で
も
な
い

母
を
見
舞
う
と
い
う
の
は
い
さ
さ
か

お
か
し
な
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

母
は
案
外
普
通
で
し
た
。
母
が
無
事

で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
売
店

で
お
菓
子
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
事
を

覚
え
て
い
ま
す
。
母
は
歩
く
の
が
少

し
、
辛
そ
う
で
し
た
。
腰
に
沢
山
の

穴
が
空
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
無
理

も
な
い
話
で
し
た
。�

（
つ
づ
く
）

タ
ー
・
西
部
の
献
血
ル
ー
ム
の
み
で

中
部
地
区
に
固
定
の
献
血
窓
口
が
無

く
、
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、
週
１
の

倉
吉
保
健
所
受
付
と
、
献
血
バ
ス
を

毎
月
最
終
日
曜
に
倉
吉
市
の
未
来
中

心
梨
記
念
館
前
に
配
車
し
て
、
骨
髄

バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
に
対
応
さ
れ

お
客
様
が
骨
髄
バ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー

に
寄
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
募
金

は
、
２
万
１
千
６
６
１
円
に
も
な
り

ま
し
た
。
こ
の
暖
か
い
お
気
持
ち
は

全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会

の
「
東
日
本
大
震
災　

被
災
患
者
支

援
基
金
」
に
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
テ
ィ
ー
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
布
し
て
骨
髄
バ
ン
ク
の
普
及
啓

発
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
効
果
も
あ

り
、
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
希
望
者
３
名

が
来
ら
れ
登
録
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

�

（
梅
田
）

医
療
講
演
会
参
加
レ
ポ
ー
ト

東
大
医
科
研
附
属
病
院
　
第
13
回
市
民
公
開
医
療
懇
談
会

「
致
死
的
線
量
に
よ
る
急
性
放
射
線
障
害
」

ム
が
編
成
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

骨
髄
移
植
が
必
要
で
し
た
が
、
ド

ナ
ー
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、
臍
帯

血
移
植
が
井
関
医
師
（
現
千
葉
大
）

担
当
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
移
植
は
成

功
し
、
骨
髄
は
回
復
に
向
か
い
ま
し

た
が
、
皮
膚
の
損
傷
が
ひ
ど
く
苦
痛

が
強
い
た
め
、
皮
膚
の
移
植
が
ド

ナ
ー
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら

も
回
復
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
口
内

粘
膜
な
ど
の
損
傷
も
あ
り
、
肺
炎
を

起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
治
療
に
よ
り
回
復
し
た
そ
う
で
す
。

　

骨
髄
の
回
復
が
感
染
の
治
療
を
助

け
た
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
の
後
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
た
め

東
大
病
院
に
転
院
さ
れ
ま
し
た
が
、

間
も
な
く
死
亡
さ
れ
ま
し
た
。
被
曝

後
２
１
１
日
で
し
た
。

　

治
療
に
あ
た
ら
れ
た
、
山
下
教
授

の
感
想
と
し
て
は
「
移
植
で
骨
髄
は

回
復
し
て
も
、
他
に
も
損
傷
を
受
け

て
い
る
の
で
、
治
る
見
込
み
は
厳
し

い
。
こ
の
よ
う
な
高
い
被
曝
は
避
け

る
し
か
な
い
」
と
の
お
話
で
し
た
。

　

お
話
を
伺
い
、
広
島
、
長
崎
で
被

爆
さ
れ
た
方
々
の
こ
と
を
想
い
心
が

痛
み
ま
し
た
。

　

ご
参
考
に
で
す
が
、
移
植
時
12

シ
ー
ベ
ル
ト
の
前
処
置
が
有
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
分
割
照
射
で
あ
る
た
め
，

東
海
村
の
様
に
は
な
ら
な
い
こ
と
、

現
在
の
福
島
で
の
低
線
量
被
曝
は
い

ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
、
は
っ
き
り
と

言
え
な
い
が
、
乳
幼
児
だ
け
は
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
で
も
甲
状
腺
が
ん
が
多

発
し
た
の
で
、
慎
重
に
対
応
す
る
の

が
良
い
と
の
お
話
で
し
た
。

�

（
溝
口
理
文
）

　

８
月
28
日
夕
刻
、
ま
だ
ま
だ
残
暑

厳
し
い
東
京
都
内
に
て
、
大
谷
前
会

長
を
囲
ん
で
「
大
谷
貴
子
さ
ん
感
謝

の
つ
ど
い
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
わ
っ
て
い
る
方
な
ら
ば
、
大
谷
貴

子
さ
ん
の
名
前
を
知
ら
な
い
人
は
い

な
い
で
し
ょ
う
。

　

20
代
で
発
病
さ
れ
病
に
打
ち
勝
ち
、

そ
の
後
骨
髄
バ
ン
ク
設
立
と
発
展
の

た
め
、
青
春
を
な
げ
う
っ
て
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら
の
時
間
を

活
動
に
奔
走
さ
れ
た
大
谷
さ
ん
。
全

国
協
議
会
の
会
長
と
し
て
の
10
年
間

も
、
全
国
津
々
浦
々
へ
精
力
的
に
講

演
へ
行
き
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
を
励

ま
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

と
一
緒
に
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
…
…
。

　

今
年
の
全
国
大
会
で
会
長
を
退
任

さ
れ
大
変
驚
か
れ
た
方
も
多
い
と
思

大
谷
貴
子
さ
ん

10
年
間
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

い
ま
す
。
退
任
後
も
こ
の
運
動
を
個

人
の
立
場
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
細
や

か
に
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
が
、
こ

の
機
会
に
大
谷
さ
ん
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
ご
協

力
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
顔
ぶ
れ
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
首
都
圏
で
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
ご
存
じ

の
方
も
多
い
サ
ン
ク
ト
・
フ
ロ
ー
リ

ア
ン
の
小
澤
・
三
戸
夫
妻
の
演
奏
で

始
ま
り
、
次
々
に
参
加
者
の
皆
さ
ん

が
大
谷
さ
ん
と
の
こ
れ
ま
で
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
感
謝
の
言
葉
を
壇
上
で
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
初
期
の
頃
に

お
世
話
に
な
っ
た
方
や
、
元
気
に
成

長
し
た
姿
を
見
せ
に
来
た
患
者
さ
ん

も
お
ら
れ
、
同
窓
会
の
よ
う
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

当
日
い
つ
も
の
満
面
の
笑
み
で
参

加
者
へ
の
挨
拶
を
す
る
大
谷
さ
ん
の

言
葉
の
中
で
「
感
謝
し
て
く
だ
さ
っ

て
感
謝
し
ま
す
！
」
と
の
一
言
は
印

象
的
で
し
た
。

　

多
く
の
方
に
慕
わ
れ
て
い
る
〝
み

ん
な
の
大
谷
さ
ん
〟。

　

で
も
ご
家
庭
を
お
持
ち
の
身
で
す
。

ご
主
人
の
ご
理
解
と
お
母
様
の
ご
協

力
に
甘
え
つ
つ
…
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
!

　

会
の
主
催
は
呼
び
か
け
人
型
式
で

し
た
が
、
ほ
ぼ
「
公
的
骨
髄
バ
ン
ク

を
支
援
す
る
東
京
の
会
」
の
皆
さ
ん

が
ご
準
備
く
だ
さ
り
、
華
や
か
な
中

に
も
手
作
り
感
の
あ
る
あ
た
た
か
な

会
で
し
た
。�

（
仲
本
）

　

大
津
波
に
よ
り
自
宅
と
宮
城
の
会

石
巻
支
部
20
年
の
あ
ら
ゆ
る
資
料
、

デ
ー
タ
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。

　

で
も
「
さ
っ
と
の
笑
顔
の
写
真
」

だ
け
は
妻
の
実
家
に
あ
り
無
事
で
し

た
。
あ
の
悪
夢
の
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
か
ら
６
か
月
、
ま
さ
か
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
と
は
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
年
２
回

の
「
い
の
ち
の
輝
き
展
」
イ
ベ
ン
ト

を
イ
オ
ン
石
巻
で
行
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
関
係
者
が
一
度
途
切
れ
る
と

立
て
直
す
の
が
大
変
だ
か
ら
と
強
力

な
後
押
し
を
し
て
下
さ
り
、
9
月
10

日
か
ら
10
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
の
展
示
は
あ
や
ち
ゃ
ん
の
贈
り
物
、

マ
モ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
さ
っ
と
の
笑

顔
写
真
展
で
ま
さ
に
大
き
な
犠
牲
を

出
し
た
被
災
地
石
巻
で
い
の
ち
の
大

切
さ
、
い
の
ち
の
尊
さ
を
訴
え
大
き

な
感
動
を
得
ま
し
た
。
三
陸
沿
岸
は

ま
だ
ま
だ
復
興
に
は
程
遠
い
こ
と
で

す
が
、
ぜ
ひ
被
災
地
支
援
の
た
め
石

巻
、
気
仙
沼
方
面
に
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
私
た
ち
が
避
難
所
生
活
の
時
、

支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
全
国
の
皆
様

に
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

そ
れ
と
全
国
の
仲
間
が
ぜ
ひ
石
巻

に
行
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
全
国
協

議
会
の
支
援
も
私
た
ち
に
と
っ
て
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。�

（
小
野
）


